
















第 14回全国市議会議長会研究フォーラム㏌高知 報告 

 

                      令和元年 10 月 30日  

                    高知ぢばさんセンター  

 

全国市議会議長会は、「議会活性化のための船中八策」をテーマに高知市の高知ぢばさんセ

ンターで開催されました。 

第 1部  10 月 30 日  

基調講演「これからの経済・社会の変容と地方政治家の態度」 

  講師 中島 岳志 氏（東京工業大学リベラルアーツ研究教育院教授） 

 

「現代政治のマトリクス」～リベラル保守という可能性という事で講演

が始まり、政治は内政面で大きな仕事をしている。一つはお金の出し入

れをする仕事、もう一つは価値をめぐる仕事で、縦軸にお金 横軸に価

値を置く図を使って、現在の政治における動きがとても分かりやすく解

説されていました。図を参照にすると

「リスクの個人化」とは「個人で対応してください」とい

う考えで、自己責任論が強くなる。一方「リスクの社会化」

とは「みんなで補いましょう」という考えで、もう一つの

価値の問題、リベラルとは「あなたの思想、考え方は認め

ましょう。その代わり 私が信じる思想には、介入しないでくれ」という考え方で、これは

「自由」という概念として発展、このリベラルの反対概念は「保守」とよく言われるがこれ

は間違いで、反対語は英語で言うと「パターナル」日本語では「父権的」と訳し、強いもの

が価値の在り方について、介入していく事を「パターナリズム」と言うそうです。とかく一

般論として「政治経済」は難しいもので、現に簡単に理解することはなかなかできません

が、中島教授のお話は、図を使い、具体例も挙げながら大変わかりやすくお話してくださ

り、とても勉強になりました。これを地方議員として、自らを図の中にあった表にあては

め、バランスの取れた社会に近づけるため試行錯誤しながらも努力をしていかなければな

らない。それも責務だと感じました。 



第 2部  10 月 30 日  

パネルディスカッション「議会活性化のための船中八策」 

  コーディネーター 坪井 ゆづる 氏（朝日新聞論説委員） 

パネリスト 髙部 正男 氏（市町村職員中央研修所学長） 

                横田 響子 氏（（株）コラボラボ代表取締役 

                        お茶の水女子大学局員准教授） 

                古川 康造 氏（高松丸亀町商店街振興組合理事長） 

                田鍋 剛  氏（高知市議会議長） 

 

高知といえば坂本龍馬の言葉を借りて「議会改革ぜよ」

を皮切りの言葉とし、冒頭 野尻哲雄会長のあいさつで、

「議会への多様な人材の参画や、議会の

権能強化を図るとともに、議会改革を深

化させていく事が緊要な課題だ」と力強

く始まり、田辺議長を交えたパネルディスカッションで、それぞれの視点

からの地方議会像を述べられ議会のあるべき姿と議会改革の取り組み方について、熱心な

討議が交わされました。市町村職員中央研修所学長の髙部氏は、地方議会について「何を

しているのかよくわからない」「長の提案を追認ばかりしているのではないか」という意見

をよく聞くと言われていました。こうした意見は、一つの捉え方として受

け止めなければならないとも思います。そのほか ディスカッションの中

で「市民の政治離れに歯止めがかかっていない」「市民に開かれた議会を！」

「責任の持てる地域づくり」など活発な意見交換が行わ

れ、どの意見も「なるほど」「確かにその通りだ」と思わされるものばか

りで、地方が抱えている問題は、どこも似たり寄ったりなのだとも思いま

した。そんな中「議員のなり手がなぜ少ないのか？」この問題に関しても

多くの意見が交わされていました。自分たちに置き換えてみても、難しい

問題であると思うのと同時に、現実として近隣市町村で無投票選挙になっている自治体も

多く、投票率の低下も含め、市民の政治離れが深刻であるという事を再認識するところで

ありました。どうすれば市民の議会への関心が深まるのか、大きな宿題を出されたような

気がしました。この機会を無駄にすることなく、努力していきたいと思います。 





民主女性議員等ネットワーク会議北海道 道央ブロック研修会報告 

 

                     令和元年 12月 8日         

                    ホテルニューオータニイン札幌  

 

 

北海道の市町村の民主系党派の女性議員が参加し、毎年各市町村の持ち回りで開催してい

ます。 

 

12月 8 日 13時～14時 30 分 

講演 1「フィンランドの全世代型社会保障と女性議員の活躍」 

講師 山崎 摩耶 氏   

研修会では、フィンランドの社会保障・男女平等等を紹介し、少子高齢化・人口減少の日本

の「全世代型社会保障とは？」を考える内容の講演が行われました。 

またその内容に伴い、女性議員が増えると何を変えていけるのか？そして自分のまちの

課題は何か？自治体議員としてできることは何なのか？ 

フィンランドの全世代型社会保障の実際について講義を

受けた後、討論、ディスカッションを行いました。深川市

においても、少子高齢化・人口減少が進む中、自分たちに

何が出来るのか、何をしていくべきなのかをしっかりと見

極め、対策をたてていくべきだと感じました。フィンラン

ドでは、税と保険料で普通の日常生活の保障がされています。ゆりかごから墓場まで細部

に渡り保障され、安心して老後が迎えられる国になって

います。いうまでもなく日本においても、税金、保険料を

ただ上げるだけではなく、国民が還元されていると実感

できるような使い方、社会保障をしなければならないは

ずです。それを地方自治の中で、どこまで出来るのか、今

後の取り組みの中に掲げていくべき事の重要課題として、

進んでいきたいと思います。 



 

12月 8 日 14時 45 分～16 時 30 分 

講演 2「『SDGｓのいろは』～持続可能な地域づくりの実現へ～」 

講師 有坂 美紀 氏（RCE 北海道道央圏協議会事務局）  

２部目の研修会では、「持続可能な開発」とは？地球サミットからＳＤＧｓ誕生まで、ま

た、日本におけるＳＤＧｓの現状から今後の取り組みが求められる日本の課題といった内

容で研修が進められました。 

ＳＤＧｓのすごいところは、世界共通の目標であること、また多様なステークホルダー

の巻き込み、すべての国連加盟国が賛同していることが挙げられていました。ＳＤＧｓは、

日本政府のおいても「ＳＤＧｓアクションプラン２０１９」として掲げており、北海道で

は「世界の中で輝き続ける北海道」として北海道ＳＤＧｓ推進ビジョンが２０１８年１２

月に策定しております。ただそんな中においても、ＳＤＧｓに対する道民の意識は半数に

も及んでいません。ＳＤＧｓの理念は「誰一人取り残さない」差別、住んでいる場所、社

会・経済的地位、意思決定の仕組み、衝撃に対する脆弱性等、最も遅れているところに第一

に手を伸ばすべく努力するとあります。これが出来れば、戦争もなくなり、平和な世の中

が実現されるのだろうと思います。 

深川市においても、また、私たち

も、一人一人、一つ一つ、身近な事、

出来ることから、継続してやり続け

ることが、とても大切であり、それ

こそが、ＳＤＧｓの持続可能な地域

づくりの実現につながっていくの

ではないかと思います。 








